	２
（月）
	おさないサムエルがた永遠 (えいえん)

	
	Iサム3章19節　サムエルは成長 (せいちょう)した。主 (しゅ)は彼 (かれ)とともにおられ、彼 (かれ)のことばを一 (ひと)つも地 (ち)に落 (お)とすことはなかった。(19)

	
	Remnantは、りによって*御座 (みざ)のを味 (あじ)わうことができます。朝 (あさ)にみことばに集中 (しゅうちゅう)して祈 (いの)れば、脳 (のう)が生 (い)かされます。昼 (ひる)には、神様 (かみさま)がくださる力 (ちから)の中 (なか)で勉強 (べんきょう)させてくださいと祈 (いの)りましょう。寝 (ね)る前 (まえ)には、契約 (けいやく)を黙想 (もくそう)すれば、すべてのことがいやされます。このようにすれば、サムエルのようなサミットの答 (こた)えを受 (う)けることができます。

一 (ひと)つ目 (め)、サムエルは、みことばがほとんどない時代 (じだい)に生 (い)きていました。幼 (おさな)いサムエルだけが、契約 (けいやく)の箱 (はこ)のそばで神様 (かみさま)の契約 (けいやく)に集中 (しゅうちゅう)しました。二 (ふた)つ目 (め)、サムエルは契約 (けいやく)の箱 (はこ)のそばで神様 (かみさま)の御声 (みこえ)を聞 (き)きました。そのときからサムエルのことばを主 (しゅ)は一言 (ひとこと)も地 (ち)に落 (お)とされることなく、すべて成就 (じょうじゅ)してくださいました。Remnantもから伝 (つた)えられる神様 (かみさま)のみことばに集中 (しゅうちゅう)しましょう。三 (みっ)つ目 (め)、サムエルは指導者 (しどうしゃ)ダビデを育 (そだ)てて、ミツパ運動 (うんどう)を起 (お)こしました。ペリシテに契約 (けいやく)の箱 (はこ)を奪 (うば)われたとき、サムエルはダビデに神殿 (しんでん)の契約 (けいやく)を伝 (つた)えました。ダビデは、その時 (とき)から神殿 (しんでん)建築 (けんちく)のために祈 (いの)りました。サムエルは、イスラエルの民 (たみ)をミツパに集 (あつ)めて神様 (かみさま)の契約 (けいやく)を伝 (つた)えました。すべての民 (たみ)が偶像 (ぐうぞう)を捨 (す)てて神様 (かみさま)に立 (た)ち返 (かえ)りました。

Remnantはの礼拝 (れいはい)に集中 (しゅうちゅう)しましょう。神様 (かみさま)のみことばが心 (こころ)の中 (なか)にとどまれば、サムエルが受 (う)けた答 (こた)えを受 (う)けるようになるでしょう。

*御座 (みざ)：が着 (つ)く座 (ざ)、すなわち、目 (め)には見 (み)えませんが万物 (ばんぶつ)を治 (おさ)めておられる神様 (かみさま)の統治 (とうち)を意味 (いみ)します。

	
	2024.02.03.レムナント伝道学



	根 (ね)[image: ]
	神様 (かみさま)が「私 (わたし)」を通 (とお)して成就 (じょうじゅ)される「今日 (きょう)のみことば」は、なにかな

Ｑ1.今日 (きょう)のの状態 (じょうたい)を書 (か)いてみよう


Ｑ2.神様 (かみさま)にしたいを書 (か)いてみよう


Ｑ3.私 (わたし)のの答 (こた)えの神様 (かみさま)の「今日 (きょう)のみことば」は何 (なに)かな。書 (か)いてみよう





	木 (き)[image: ]
	目 (め)をさましてから、に会 (あ)うまでが「朝 (あさ)」です。私 (わたし)はどんな24のえを受 (う)けることができるでしょうか。上 (うえ)で質問 (しつもん)して受 (う)けた神様 (かみさま)のみことばをもって、私 (わたし)だけの24のりの課題 (かだい)をにぎろう。
神様 (かみさま)がくださった「みことば」をもってだけの24祈 (いの)りのをにぎりましょう









	実 (み)[image: ]
	今日 (きょう)、の現場 (げんば)について、みことばと本 (ほん)、そしていろいろなメディアを通 (とお)して編集 (へんしゅう)することに挑戦 (ちょうせん)しましょう。現場 (げんば)に対 (たい)する私 (わたし)の契約 (けいやく)を整理 (せいり)しましょう。
＊の現場 (げんば)：

＊について編集 (へんしゅう)するみことば：

＊について編集 (へんしゅう)した本 (ほん)やメディア：






	
	神様 (かみさま)、サムエルのように、時間 (じかん)と朝 (あさ)、昼 (ひる)、夜 (よる)の祈 (いの)りの中 (なか)で、神様 (かみさま)の御声 (みこえ)を聞 (き)くことができますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン




	３
（火）
	サムエルがけた永遠 (えいえん)の答 (こた)え

	
	Iサム7章1～15節　ペリシテ人 (じん)は征服 (せいふく)され、二度 (ふたど)とイスラエルの領土 (りょうど)に入 (はい)って来 (こ)なかった。サムエルの時代 (じだい)を通 (とお)して、主 (しゅ)の手 (て)がペリシテ人 (じん)の上 (うえ)にのしかかっていた。(13)

	
	Remnantは、と昼 (ひる)、夜 (よる)に、一人 (ひとり)で呼吸 (こきゅう)と祈 (いの)りに集中 (しゅうちゅう)してみましょう。すると、問題 (もんだい)や葛藤 (かっとう)、危機 (きき)が来 (き)たとき、神様 (かみさま)が与 (あた)えられる答 (こた)えを発見 (はっけん)するようになります。これが霊的 (れいてき)サミットの奥義 (おくぎ)です。Remnantのサムエルは、サミットの答 (こた)えを受 (う)けました。

一 (ひと)つ、サムエルは契約 (けいやく)の箱 (はこ)のそばで神様 (かみさま)の御声 (みこえ)を聞 (き)きました。彼 (かれ)には、彼 (かれ)のために常 (つね)に祈 (いの)っている母親 (ははおや)のハンナと、大祭司 (だいさいし)エリがいました。二 (ふた)つ目 (め)、サムエルはイスラエルのすべての民 (たみ)をミツパに集 (あつ)めました。そして、人々 (ひとびと)が偶像 (ぐうぞう)をみな捨 (す)ててキリストに立 (た)ち返 (かえ)るようにと言 (い)いました。そのとき、ペリシテが打 (う)たれて、弟子 (でし)が立 (た)てられました。これがミツパ運動 (うんどう)です。このように、Remnantがく所 (ところ)には必 (かなら)ず暗闇 (くらやみ)が崩 (くず)れます。三 (みっ)つ目 (め)、サムエルはすべての人 (ひと)に尊敬 (そんけい)される指導者 (しどうしゃ)でした。サムエルを見 (み)た人 (ひと)はみんな、主 (しゅ)に仕 (つか)えるようになりました。さらに重要 (じゅうよう)なのは、ダビデを重要 (じゅうよう)な指導者 (しどうしゃ)として育 (そだ)てたのです。そして、神様 (かみさま)のみことばもたくさん記録 (きろく)しました。

Remnantは、サムエルのようにサミットになれば、技能 (ぎのう)サミットと文化 (ぶんか)サミットの答 (こた)えを受 (う)けることができます。Remnantは、から朝 (あさ)と昼 (ひる)、夜 (よる)の祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう!すると、サミットの答 (こた)えを味 (あじ)わうようになるでしょう。

*ミツパ：イスラエルの土地 (とち)の一 (ひと)つの地域 (ちいき)です。ここでサムエルは、みことばを宣言 (せんげん)して、悟 (さと)らせる運動 (うんどう)をしました。

	
	2024.02.03.核心訓練

	根 (ね)[image: ]
	神様 (かみさま)が私 (わたし)の「出会 (であ)い」を通 (とお)して成就 (じょうじゅ)される「今日 (きょう)のみことば」は、なにかな

Ｑ1.今日 (きょう)のが出会 (であ)う人 (ひと)の名前 (なまえ)をすべて書 (か)いてみよう


神様 (かみさま)がの「出会 (であ)い」にどんな計画 (けいかく)を持 (も)っておられるのか質問 (しつもん)して黙想 (もくそう)の文 (ぶん)を読 (よ)もう

Ｑ2.「のみことば」は、なんだったかな、書 (か)いてみよう






	木 (き)[image: ]
	「」は25神 (かみ)ののことが臨 (のぞ)む祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうことができます
神 (かみ)のが成 (な)されるように、上 (うえ)のみことばと黙想 (もくそう)で握 (にぎ)った祈 (いの)りの課題 (かだい)を整理 (せいり)しよう











	実 (み)[image: ]
	私 (わたし)のでどんな設計 (せっけい)をしますか
現場 (げんば)についてしたみことばが現場 (げんば)で適用 (てきよう)されるように祈 (いの)りで設計 (せっけい)しよう

＊の現場 (げんば)：

＊について編集 (へんしゅう)した私 (わたし)だけのみことば：


＊に適用 (てきよう)することができるように祈 (いの)りで設計 (せっけい)しよう：




	
	神様 (かみさま)、を生 (い)かす指導者 (しどうしゃ)として呼 (よ)ばれたことを感謝 (かんしゃ)します。行 (い)く所 (ところ)ごとに契約 (けいやく)を握 (にぎ)ることができますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン




	４
（水）
	だれもらずにいること - 予防 (よぼう)、

	
	創3章16～20節、使1章1節　テオフィロ様 (さま)。私 (わたし)は前 (まえ)の書 (しょ)で、イエスが行 (おこな)い始 (はじ)め、また教 (おし)え始 (はじ)められたすべてのことについて書 (か)き記 (しる)しました。(使1:1)

	
	中毒 (ちゅうどく)は、を離 (はな)れたゆえに来 (き)た問題 (もんだい)です。世 (よ)の中 (なか)の人々 (ひとびと)は、この事実 (じじつ)を知 (し)らずにいます。それゆえ、暗闇 (くらやみ)と混沌 (こんとん)、むなしさの中 (なか)にいたあと、神様 (かみさま)ではない間違 (まちが)ったことを握 (にぎ)るようになります。それを執着 (しゅうちゃく)と言 (い)います。そうするうちに、中毒 (ちゅうどく)に陥 (おちい)るようになります。Remnantは、そのようなを癒 (い)やしてあげることができます。まず先 (さき)に、霊的 (れいてき)原理 (げんり)を知 (し)りましょう。

一 (ひと)つ、救 (すく)いの祝福 (しゅくふく)が刻印 (こくいん)されるように助 (たす)けましょう。人間 (にんげん)は神様 (かみさま)を離 (はな)れたので、サタンと地獄 (じごく)の背景 (はいけい)、わざわいの中 (なか)で生 (い)きるしかありません。キリストがまことの預言者 (よげんしゃ)、まことの祭司 (さいし)、まことの王 (おう)として来 (こ)られて、人間 (にんげん)を救 (すく)われました。この事実 (じじつ)を、祈 (いの)りで味 (あじ)わい続 (つづ)ければ、刻印 (こくいん)されるようになります。二 (ふた)つ目 (め)、救 (すく)いの祝福 (しゅくふく)が刻印 (こくいん)されただけ、力 (ちから)が根 (ね)をおろし始 (はじ)めます。すると、神様 (かみさま)が私 (わたし)に答 (こた)えをくださることが分 (わ)かるようになります。現場 (げんば)で神様 (かみさま)が働 (はたら)かれることが見 (み)えます。このとき、まことの幸 (しあわ)せも感 (かん)じるようになるでしょう。三 (みっ)つ目 (め)、神様 (かみさま)の答 (こた)えを見 (み)ることが体質 (たいしつ)になります。すると、Remnant行 (い)くが、どんな状態 (じょうたい)なのかを正確 (せいかく)に見 (み)ることができます。

Remnantは、えと脳 (のう)、からだがワンネスになる集中 (しゅうちゅう)方法 (ほうほう)を見 (み)つけて祈 (いの)りましょう。すると、祈 (いの)りができるようになるシステムが作 (つく)られます。システムの中 (なか)で、みことばと祈 (いの)りに集中 (しゅうちゅう)すれば、中毒 (ちゅうどく)が解決 (かいけつ)され始 (はじ)めます。

	
	













2023.02.15.中毒予防使命者大会1講

	根 (ね)[image: ]
	神様 (かみさま)が私 (わたし)の「家庭 (かてい)」を通 (とお)して成就 (じょうじゅ)される「今日 (きょう)のみことば」は、なにかな

Ｑ1.今日 (きょう)、いっしょにいるの名前 (なまえ)をすべて書 (か)こう


神様 (かみさま)がの「家族 (かぞく)」にどんな計画 (けいかく)を持 (も)っておられるのか質問 (しつもん)して黙想 (もくそう)の文 (ぶん)を読 (よ)もう

Ｑ2.「のみことば」は、なんだったかな、書 (か)いてみよう





	木 (き)[image: ]
	「」は、永遠 (えいえん)の作品 (さくひん)として残 (のこ)す神様 (かみさま)のみことばの成就 (じょうじゅ)を点検 (てんけん)する時間 (じかん)です。
今日 (きょう)、どんなことがあったかな。そので神様 (かみさま)が成就 (じょうじゅ)された「今日 (きょう)のみことば」はなんだったか、整理 (せいり)してみよう。
	今日 (きょう)あったこと
	その中 (なか)で神様 (かみさま)が成就 (じょうじゅ)された今日 (きょう)のみことば

	
	




	実 (み)[image: ]
	私 (わたし)のでどんなみことばのデザインがふさわしいのかな
「のみことば」を持 (も)って、私 (わたし)の現場 (げんば)にいちばんふさわしいデザインを考 (かんが)えてみよう

＊の現場 (げんば)


＊この現場 (げんば)にふわさしい「今日 (きょう)のみことば」デザイン







	
	神様 (かみさま)、を離 (はな)れて暗闇 (くらやみ)、混沌 (こんとん)、むなしさの中 (なか)で生 (い)きていく人々 (ひとびと)を生 (い)かすことができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン




	５
（木）
	だれもらずにいること(創 (そう)3:16-20) - 癒 (い)やし - 変 (か)えるべき

	
	創3章16～20節、使1章3、8節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (は)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。」(使1:8)

	
	中毒 (ちゅうどく)になっているは、ではない違 (ちが)うこと、間違 (まちが)ったこと、滅 (ほろ)びることに満 (み)たされている人々 (ひとびと)です。Remnantは、そのが癒 (い)やされて生 (い)かされるように助 (たす)けてあげましょう。その人々 (ひとびと)が神様 (かみさま)の前 (まえ)で貴重 (きちょう)な働 (はたら)きをする、美 (うつく)しい絵 (え)を描 (か)けるように助 (たす)けてあげれば良 (よ)いのです。聖書 (せいしょ)では、中毒 (ちゅうどく)になった人々 (ひとびと)をどのように癒 (い)やしたのでしょうか。

一 (ひと)つ目 (め)、キリストを体験 (たいけん)しました。キリストは、人間 (にんげん)が神様 (かみさま)を離 (はな)れた罪 (つみ)を赦 (ゆる)すために、この地 (ち)に来 (こ)られて十字架 (じゅうじか)で死 (し)なれました。そして、死 (し)から復活 (ふっかつ)して、私 (わたし)たちとともにおられます。この事実 (じじつ)を味 (あじ)わえば、癒 (い)やしが起 (お)こります。二 (ふた)つ目 (め)、40集中 (しゅうちゅう)しました。このとき、の祝福 (しゅくふく)という無限 (むげん)の世界 (せかい)が自分 (じぶん)にあることを知 (し)るようになります。この祝福 (しゅくふく)が私 (わたし)に臨 (のぞ)んだのが、神 (かみ)の国 (くに)です。そうすれば、そのあと神 (かみ)の国 (くに)のことが成 (な)されます。すると、私 (わたし)に確信 (かくしん)が与 (あた)えられます。三 (みっ)つ目 (め)、ただ聖霊 (せいれい)で満 (み)たされました。聖霊 (せいれい)で満 (み)たされれば、力 (ちから)が与 (あた)えられて証人 (しょうにん)になります。ですから、聖霊 (せいれい)に満 (み)たされる時 (とき)まで待 (ま)てば良 (よ)いのです。これが私 (わたし)たちの基準 (きじゅん)です。

ただキリスト、神 (かみ)の国 (くに)、聖霊 (せいれい)の満 (み)たしの契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、ひたすら祈 (いの)りに集中 (しゅうちゅう)するとき、すべての環境 (かんきょう)を超 (こ)えるようになります。Remnantはりでこの事実 (じじつ)を味 (あじ)わいましょう。祈 (いの)りは御座 (みざ)を動 (うご)かすことができます。

	
	2023.02.15.中毒予防使命者大会２講



	根 (ね)[image: ]
	次 (つぎ)のことをどおりに実践 (じっせん)してみましょう

1.今日 (きょう)の全体 (ぜんたい)を読 (よ)んで黙想 (もくそう)しよう

2.そして、タイトルを読 (よ)んでみよう。神様 (かみさま)が今日 (きょう)、なぜこのタイトルをくださったのか、考 (かんが)えてみよう






	木 (き)[image: ]
	今日 (きょう)にぎった「のみことば」は何 (なに)かな
「のみことば」を持 (も)って、私 (わたし)だけの祈 (いの)りの課題 (かだい)を整理 (せいり)しよう



	実 (み)[image: ]
	今日 (きょう)、の現場 (げんば)について、どんな伝道 (でんどう)を考 (かんが)えていますか
現場 (げんば)にけた小 (ちい)さな実践 (じっせん)に挑戦 (ちょうせん)しよう
＊の：


＊にけた小 (ちい)さな伝道 (でんどう)実践 (じっせん)：





	
	神様 (かみさま)、ただキリスト、の国 (くに)、聖霊 (せいれい)の満 (み)たしによって、中毒 (ちゅうどく)の現場 (げんば)が生 (い)かされるのを見 (み)ることができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

	６
（金）
	生 (い)きている弟子 (でし)ステパノ

	
	使7章54～60節　しかし、聖霊 (せいれい)に満 (み)たされ、じっと天 (てん)を見 (み)つめていたステパノは、神 (かみ)の栄光 (えいこう)と神 (かみ)の右 (みぎ)に立 (た)っておられるイエスを見 (み)て、(55)

	
	キリストがの中 (なか)を生 (い)かすことができる奥義 (おくぎ)を、オリーブ山 (やま)で私 (わたし)たちに与 (あた)えてくださいました。その奥義 (おくぎ)は、神 (かみ)の国 (くに)と、ただ聖霊 (せいれい)です。Remnantは、このを持 (も)って全世界 (ぜんせかい)の霊的 (れいてき)伝染病 (でんせんびょう)とわざわいを止 (と)めることができます。この答 (こた)えを受 (う)けた代表的 (だいひょうてき)な人物 (じんぶつ)がステパノです。

一 (ひと)つ、ステパノは*殉教 (じゅんきょう)をして献身 (けんしん)しました。福音 (ふくいん)がわざわいとのろいを止 (と)める唯一 (ゆいいつ)の価値 (かち)であることを分 (わ)かったからです。それゆえ、迫害 (はくがい)する人々 (ひとびと)の前 (まえ)で、大胆 (だいたん)に福音 (ふくいん)を宣言 (せんげん)しました。怒 (いか)ったユダヤ人 (じん)は、ステパノを石 (いし)で打 (う)って殺 (ころ)しました。そのとき、キリストが御座 (みざ)の右 (みぎ)に立 (た)ってステパノを応援 (おうえん)されました。二 (ふた)つ目 (め)、ステパノのことから起 (お)こった迫害 (はくがい)によって、重要 (じゅうよう)な伝道 (でんどう)の門 (もん)が開 (ひら)きました。パウロは、イエス様 (さま)を信 (しん)じる人 (ひと)をつかまえて殺 (ころ)す人々 (ひとびと)の隊長 (たいちょう)でした。そのようなパウロが、キリストに会 (あ)って伝道者 (でんどうしゃ)になったのです。そして、散 (ち)らされた者 (もの)たちが集 (あつ)まって、アンティオキア教会 (きょうかい)を建 (た)てました。ここから、パウロが宣教 (せんきょう)現場 (げんば)に派遣 (はけん)されました。三 (みっ)つ目 (め)、世界 (せかい)宣教 (せんきょう)という永遠 (えいえん)の答 (こた)えを受 (う)けました。ステパノの死 (し)は、世界 (せかい)を生 (い)かす答 (こた)えの始 (はじ)まりになりました。伝道者 (でんどうしゃ)パウロを通 (とお)して、全世界 (ぜんせかい)にやぐらが建 (た)てられました。

Remnantは、の中 (なか)を生 (い)かす奥義 (おくぎ)を味 (あじ)わう24時 (じ)祈 (いの)りにしてみましょう!

*殉教 (じゅんきょう)：を守 (まも)るために命 (いのち)をささげることを言 (い)います。

	
	2024.02.04.1部



	根 (ね)[image: ]
	次 (つぎ)のことを順序 (じゅんじょ)どおりに実践 (じっせん)してみましょう

1.今日 (きょう)ののスケジュールを書 (か)こう


2.スケジュールの中 (なか)で神様 (かみさま)に教 (おし)えてほしいことがありますか。書 (か)いてみよう



3.今日 (きょう)のとタイトルを読 (よ)もう

4.神様 (かみさま)は、私 (わたし)に何 (なに)を語 (かた)っておられるのかな。書 (か)いてみよう





	木 (き)[image: ]
	黙想 (もくそう)のをんで受 (う)けた「今日 (きょう)のみことば」をもって24時 (じ)祈 (いの)りの課題 (かだい)を整理 (せいり)しよう
＊のみことば


＊の24時 (じ)祈 (いの)りの課題 (かだい)





	実 (み)[image: ]
	私 (わたし)のには、どんなプラットフォームが必要 (ひつよう)なのかな
今日 (きょう)の伝道 (でんどう)についてプラットフォームを考 (かんが)えてみよう

＊の現場 (げんば)：


＊そこの現場 (げんば)伝道 (でんどう)についてプラットフォームは何 (なに)かな




	
	神様 (かみさま)、弟子 (でし)ステパノの答 (こた)えが私 (わたし)の答 (こた)えになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン





	７
（土）
	祈 (いの)りのやぐら

	
	ロマ16章3～4節　キリスト・イエスにある私 (わたし)の同労者 (どうろうしゃ)、プリスカとアキラによろしく伝 (つた)えてください。二人 (ふたり)は、私 (わたし)のいのちを救 (すく)うために自分 (じぶん)のいのちを危険 (きけん)にさらしてくれました。彼 (かれ)らには、私 (わたし)だけでなく、異邦人 (いほうじん)のすべての教会 (きょうかい)も感謝 (かんしゃ)しています。

	
	Remnantのえは脳 (のう)とたましい、御座 (みざ)に刻印 (こくいん)されます。私 (わたし)たちの祈 (いの)りが御座 (みざ)につながれば、働 (はたら)きが始 (はじ)まります。それゆえRemnantは、りの絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てれば良 (よ)いのです。

一 (ひと)つ、絶対 (ぜったい)やぐらから建 (た)てましょう。聖書 (せいしょ)の７つの約束 (やくそく)を祈 (いの)りに入 (い)れてみましょう。三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)と御座 (みざ)の力 (ちから)、過去 (かこ)と今日 (きょう)、未来 (みらい)を生 (い)かす力 (ちから)、サタンを打 (う)ち倒 (たお)して宇宙 (うちゅう)を生 (い)かす力 (ちから)、５つの力 (ちから)が臨 (のぞ)みますようにと祈 (いの)りましょう。すると*CVDIPがあらかじめえて、三 (みっ)つの庭 (にわ)を作 (つく)る力 (ちから)が与 (あた)えられるでしょう。二 (ふた)つ目 (め)、やぐらを建 (た)てれば絶対 (ぜったい)答 (こた)えが与 (あた)えられます。学業 (がくぎょう)に関係 (かんけい)している資料 (しりょう)をずっと読 (よ)んで整理 (せいり)してみましょう。(*編集 (へんしゅう))それとともに、みことばですれば、答 (こた)えが出 (で)てきて、神様 (かみさま)の計画 (けいかく)を見 (み)るようになります。これが設計 (せっけい)です。このときから、学業 (がくぎょう)に、ただ、唯一性 (ゆいいつせい)、再創造 (さいそうぞう)の答 (こた)えを見 (み)るようになります。これがデザインです。三 (みっ)つ目 (め)、このときからRemnantはり人 (にん)になります。見張 (みは)り人 (にん)は祈 (いの)る人 (ひと)です。定刻 (ていこく)で祈 (いの)れば、礼拝 (れいはい)のときに答 (こた)えをくださいます。24祈 (いの)れば、すべてのことを*受容 (じゅよう)して*超越 (ちょうえつ)するを受 (う)けるようになります。

これからは、に神様 (かみさま)に仕 (つか)えることができるように集中 (しゅうちゅう)祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。これからは、祈 (いの)る内容 (ないよう)を整理 (せいり)して、今日 (きょう)から祈 (いの)りのやぐらを建 (た)てましょう。

*CVDIP:Covenant、Vision、Dream、Image、Practiceの略字 (りゃくじ)です。
*編集 (へんしゅう):何 (なに)かの基準 (きじゅん)を持 (も)って新 (あたら)しく組 (く)み立 (た)てることを意味 (いみ)します。
*受容 (じゅよう):どんなことでも受 (う)け入 (い)れることを意味 (いみ)します。
*超越 (ちょうえつ):どんな限界 (げんかい)や一般的 (いっぱんてき)なことも跳 (と)び越 (こ)えることを言 (い)います。

	
	2023.09.05北米産業人大会1講.



	根 (ね)[image: ]
	次 (つぎ)のことを順序 (じゅんじょ)どおりに実践 (じっせん)してみましょう
1.今日 (きょう)の聖句 (せいく)全体 (ぜんたい)を読 (よ)もう

2.神様 (かみさま)が今日 (きょう)なぜこのタイトルを与 (あた)えられたのかな。書 (か)いてみよう


3.黙想 (もくそう)の文章 (ぶんしょう)を読 (よ)んで、今日私 (きょうわたし)に与 (あた)えられた「ひとつの単語 (たんご)」または「一文 (いちぶん)」を整理 (せいり)してみよう




	木 (き)[image: ]
	黙想 (もくそう)の文章 (ぶんしょう)を読 (よ)んで受 (う)けた「今日 (きょう)のみことば」をもって「25」時 (とき)の答 (こた)えを受 (う)ける私 (わたし)だけの祈 (いの)りの課題 (かだい)を整理 (せいり)しよう












	実 (み)[image: ]
	私 (わたし)の現場 (げんば)でどんな見張 (みは)り台 (だい)が必要 (ひつよう)かな
今日 (きょう)の現場 (げんば)伝道 (でんどう)について見張 (みは)り台 (だい)を考 (かんが)えてみよう

＊私 (わたし)の現場 (げんば)


＊その現場 (げんば)伝道 (でんどう)のために必要 (ひつよう)な見張 (みは)り台 (だい)はなにかな







	
	生 (い)きておられる神様 (かみさま)、聖書 (せいしょ)にある７つの約束 (やくそく)を持 (も)って、祈 (いの)りの絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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